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　五島市が 2004 年８月に誕生して 20 年が経ちました。この間、有人国境離島法の成立や世界文化遺
産への登録、浮体式洋上風力発電をはじめとする再生可能エネルギーの推進など、将来を見据えた施策
を進めるとともに、人口減少に真正面から取り組んできました。その結果、転入者数が転出者数を上回
る社会増を令和元年、２年、５年の３度達成しました。
　また、新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」という。）の影響により、市内の経済やコミュニティ
が停滞し、観光客が一時激減しましたが、現在は回復傾向にあります。
　我が国では、平成 23 年以降人口減少が続き、近年は人手不足も深刻化しています。また、感染症の
拡大により、さまざまな活動が制限され、経済にも大きな影響を及ぼしました。
　一方、感染症の影響で、デジタル・オンラインの活用が進み、時間と場所にとらわれない働き方の柔
軟性が高まりました。さらに、ICT の進化やネットワーク化により、経済や社会の在り方、産業構造が
急速に変化する新たな時代が到来し、デジタル技術の活用が多方面で進められています。
　そのような中、国は令和４年にデジタルの力を活用し、地方創生を加速・深化させることを目的に、
第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂し、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」
として新たに策定しました。さらに、デジタル行政改革の動きや「当面の重点検討課題」などを踏まえ
て令和５年に改訂しております。
　五島市においても、国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を踏まえた上で、令和２年の国勢調
査結果を反映させ、「第３期五島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」（以下「計画」と
いう。）を策定しました。
　人口ビジョンにおいては、これまでの人口減少対策の成果が現れており、国立社会保障・人口問題研
究所の推計よりも減少は若干緩やかになったものの、いまだ厳しい状況にあります。このことから、第
１期及び第２期の人口ビジョンで掲げた 2060 年に２万人を確保する目標を継続し、特に若い世代の社
会動態の増加と併せて、出生数の増加に取り組みます。
　総合戦略においては、五島市を取り巻く環境の変化に対応するため第１期から継続した４つの基本目
標を見直すとともに、12 の戦略プロジェクトを 14 に再編し、新たに「ひと」「経済」「進化」の３つ
の項目を設け、分野を超えた一体的な横断的取組を推進します。
　策定にあたり、市民の皆様や企業の皆様にはアンケートに協力いただき、産官学金労言士の代表者で
構成する「五島市まち・ひと・しごと創生推進会議」においては、これまでの取組状況や第３期の計画
策定についてご審議いただき委員の皆様に厚くお礼を申し上げます。
　これからの５年間が、人口減少対策に取り組む五島市にとって特に大切な時期となります。将来を見
据え、市民の皆様が「五島に生まれてきて良かった」という思いを持っていただけるような魅力ある 

“しま”を目指し、五島市を離れている方には「五島でまた暮らしたい」と思っていただけるような“しま”
の環境を整えてまいります。



目 次

序　章
１．はじめに―――――――――――――――――――――― 1

２．人口ビジョンのあらまし――――――――――――――― 1

３．総合戦略のあらまし――――――――――――――――― 1

第１章　人口ビジョン
１．人口動態の分析――――――――――――――――――― 5

２．人口ビジョンの検証――――――――――――――――― 9

３．人口ビジョンの目標達成に向けて―――――――――――11

第２章　総合戦略
１．基本目標（本市が目指す姿）― ――――――――――――19

２．達成目標と戦略プロジェクト―――――――――――――21

３．具体的な施策と重点業績評価指標（KPI）――――――――23

４．横断的取組の推進に向けて――――――――――――――70

参考資料
総合戦略策定に向けたアンケート調査

　①市民アンケート調査―――――――――――――――――77

　②高校生アンケート調査――――――――――――――――87

　③市内事業者アンケート調査――――――――――――――98



1

１．はじめに
�　我が国では、2011（平成 23）年以降、少子化等の影響により人口減少が続いています。
　これを踏まえ2014（平成 26）年、国は「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。その具体
的な取組を示す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定され、少子化や人口減少対策が進められ
ています。2022（令和４）年には、デジタルの力を活用し、地方創生を加速・深化させることを目的に、
第２期の総合戦略を「デジタル田園都市国家構想総合戦略」として抜本的に改定されました。
　五島市（以下「本市」という。）においても、国の戦略等を踏まえ、第１期五島市まち・ひと・しご
と創生人口ビジョン・総合戦略（平成27年度～令和元年度）、第２期五島市まち・ひと・しごと創生
人口ビジョン・総合戦略（令和２年度～令和６年度）を策定し少子化や人口減少対策に取り組んでい
ます。今回は、令和２年の国勢調査結果を反映させるとともに、国の「デジタル田園都市国家構想総
合戦略」を踏まえて、第３期五島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（令和７年度～
令和11年度）を策定するものです。

２．人口ビジョンのあらまし
�　人口ビジョンは、本市の人口の現状を分析し、人口に関する認識を市民と共有し、今後目指すべき
将来の方向と人口の将来展望を提示するものです。また、総合戦略において、地方創生の実現に向け
て効果的な施策を企画立案する上で重要な基礎と位置付けられるものです。
　本市では、2015（平成 27）年度に人口ビジョンを策定したところですが、本市を取り巻く環境の
変化を踏まえ、改めて最新の統計数値を反映した現状分析を行い、人口の将来展望の見直しを行うた
め改訂するものです。対象期間は、国・県の長期ビジョンの期間にあわせ、2060（令和 42）年とし
ます。

３．総合戦略のあらまし
⑴総合戦略のあらまし・政策原則
�　五島市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）は、まち・ひと・しごと
創生法（平成26年法律第136号）第 10条に基づき、今後５年間の基本目標、戦略プロジェクト、
重点事業・具体的な取組をまとめたもので、本市の地域資源や強みを最大限活用し、良質な雇用
の創出、交流人口の拡大、子育て支援とこれらを支えるまちづくりに取り組み、人口ビジョンを
踏まえた人口減少対策を推進するものです。
　本市では、2020（令和２）年度を初年度とする第２期総合戦略を策定したところですが、
2024（令和６）年度で計画期間が終了するため第３期総合戦略を策定する必要があります。

序章
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　策定にあたっては、人口減少の抑制と地方創生を確実に実現するため、次の５つの政策原則に
基づき、関連する施策を立案します。

自 立 性
各施策が一過性の対症療法的なものにとどまらず、構造的な問題に対処し、市、
民間事業者、個人等の自立につながるようなものとする。また、この観点から、
特に市内外の有用な人材の積極的な確保・育成を急ぐ。

将 来 性
自主的かつ主体的に、夢を持って前向きに取り組むことを支援する施策に重点
を置く。活力ある地域産業の維持・創出、中山間地域等において地域の絆の中
で心豊かに生活できる環境を実現する。

地 域 性 国による画一的手法や「縦割り」的な施策ではなく、地域の弱みを改善し、強
みを活かすような地域の実態に合った施策を立案する。

直 接 性 限られた財源や時間の中で、最大限の成果を上げるため、ひとの移転・しごと
の創出やまちづくりを直接的に支援する施策を集中的に実施する。

結果重視 明確な PDCA メカニズムの下に、短期・中期の具体的な数値目標を設定し、
政策効果を客観的な指標により検証し、必要な改善等を行う。

⑵計画期間
�　第３期総合戦略の計画期間は、2025（令和７）年度から 2029（令和 11）年度までの５年間
とします。

⑶総合戦略の構成
�　総合戦略は以下のような3つの階層で構成します。
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